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csih_web

差出人: csih@googlegroups.com は hidekih@wine.plala.or.jp の代理
送信日時: 2019年1月26日土曜日 23:27
宛先: csih@googlegroups.com
件名: [CSIH] 中部産業遺産研究会 ニュースレター 電子メール版 2019年1月26日発行

◆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◆ 

  中部産業遺産研究会 ニュースレター 電子メール版 2019 年 1月 26 日発行 

◆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◆ 

【中部産業遺産研究会の入会案内はこちら】 

http://csih.sakura.ne.jp/nyuukaiannai.html 

【中部産業遺産研究会のホームページはこちらから】 

http://csih.sakura.ne.jp/index.html 

【中部産業遺産研究会の書籍のご案内】 

http://csih.sakura.ne.jp/syoseki.html 

【 ＣＯＮＴＥＮＴＳ 】━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【１】中部産業遺産研究会・関連団体の行事予定 

【２】シンポジウム「台湾における近代化遺産活用の最前線」のご案内【New】 

【３】中部産業遺産研究会 第 156 回 定例研究会のご案内【再送】 

【４】中部産遺研会報 第 73 号を発行しました【再送】 

【５】２月２３日開催 シンポジウム「日本の技術史をみる眼」第 37 回のご案内【再送】 

【６】第 157 回定例研究会・見学会（国友鉄砲の里資料館・長浜鉄道スクエア）のご案内【再送】 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【１】中部産業遺産研究会・関連団体の行事予定 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

●第 156 回定例研究会 2019 年 1月 27 日(日) 13:20～17:00 とよた市民活動センター研修室 

●シンポジウム「日本の技術史をみる眼」第 37 回 2019 年 2 月 23 日（土） トヨタ産業技術記念館 

 10:30～11:30 見学会（特別ガイドツアー） （お申し込みが必要です） 

 13:00～16:50 シンポジウム（詳細は下記参照） 

●第 157 回定例研究会・見学会 2019 年 3月 24 日(日) 12:00～16:40（現地集合・現地化遺産・雨天決行） 

 見学先：国友鉄砲の里資料館・長浜鉄道スクエア 

 (詳細は以下を参照） 

●2019 年度総会・第 158 回例会 2019 年 5 月 18 日（土） 名城大学校友会館（天白キャンパス正門前） 

●佐々木享没後５周年記念シンポジウム（後援事業）2019/11/23 13:00～19:00  名古屋大学 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【２】シンポジウム「台湾における近代化遺産活用の最前線」のご案内【New】 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

（独）国立文化財機構東京文化財研究所・全国近代遺産活用連絡協議会の主催で、 

シンポジウム「台湾における近代化遺産活用の最前線」が開催されますのでご案内致します。 

【主催】 

（独）国立文化財機構東京文化財研究所・全国近代遺産活用連絡協議会 
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【日時と場所】 

【東京】2019 年 3 月 13 日（水）13:00 ～ 17:20 東京文化財研究所 地下 セミナー室 

【大阪】2019 年 3 月 14 日（木）13:00 ～ 17:20 大阪歴史博物館 4 階 講堂 

【プログラム】 

12:30 受付 

13:00 開会挨拶 

     13 日 齊藤孝正（東京文化財研究所所長）、14 日 未定 

13:05 趣旨説明 

     北河大次郎（東京文化財研究所近代文化遺産研究室） 

13:10 台湾における近代化遺産の保存活用の展開 

     黄俊銘（中原大学建築学系副教授） 

13:50 台湾における近代化遺産活用１０の事例 

     簡佑丞（東京文化財研究所客員研究員） 

14:30 コメントおよび討論 

     13 日 木村勉（長岡造形大学名誉教授）、14 日 天野武弘（産業考古学会会長） 

15:00 休憩 

15:10 「華山１９１４文化園区」の保存活用と経営 

     王栄文（財団法人台湾文創発展基金会董事長・遠流出版公司董事長） 

16:00 未指定の近代化遺産の保存活用による都市の再生 

     陳正哲（南華大学建築景観学系副教授）、曾憲嫻（成功大学都市計画学系副教授） 

16:40 コメントおよび討論 

     13 日 後藤治（工学院大学理事長、教授）、14 日 宗田好史（京都府立大学副学長、教授） 

17:10 閉会 

17:30 懇親会（13 日のみ） 

【趣旨】 

 近年台湾では、国土の近代化を支えた工場やインフラ施設を、芸術活動や観光の拠点として再生・活用する動きが

活発になっています。また以下のように、民間の資金やノウハウを活かして、施設の価値をうまく引き出しながら、

運営される物件も増えています。 

・出版社がつくる財団が、アートスペースとして運営する大規模な旧国営製酒工場 

・オートバイメーカーが、レールバイクを開発し、自ら運営も行う鉄道廃線跡 

・官民の連携により、ビオトープや林業集落の野外博物館として再生した旧営林工場 

・伝統産業を活かして、新たな生産と観光の拠点として再生した中小企業の工場 

 さらに、未指定の近代化遺産を、まちづくりに活かす動きも広がりを見せています。 

 本シンポジウムでは、官民の協働により近代化遺産の多様な活用を展開している台湾 の状況を、その最前線で活躍

する研究者や企業経営者に詳しく紹介していただきます。 そして、台湾の事情にも詳しい日本の専門家を交えて、台

湾の経験と課題について議論 することで、今後の近代化遺産活用の示唆を得たいと考えています。 

 なお、シンポジウムは、東京と大阪の２会場で行う予定です。 

【事前申込制】 

2019 年 3月 7 日（木）までに、以下のいずれかの方法でお申込ください。 

1.メールでの申込み：kindai01@tobunken.go.jp 

2.電話での申込み：03-3823-2386（担当：鳥海） 

申込み項目 ①氏名（ふりがな）、②ご所属、③参加希望日（13 日・東京もしくは 14 日・大阪）、④懇親会へのご出

欠（13日のみ、会費 3,000 円） 

詳細はこちらの PDF ファイルをご覧ください。 

席に余裕がある場合は当日参加も受け付けております。 

ホームページ：http://www.tobunken.go.jp/info/info190313-14/ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【３】中部産業遺産研究会 第 156 回 定例研究会のご案内【再送】 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

第 156 回定例研究会のご案内をご案内致します。 

日時：１月２７日（日）１３：２０～ 
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会場：とよた市民活動センター研修室 

   http://www.toyota-shiminkatsudo.net/ 

交通：名鉄豊田線 豊田市駅、愛知環状鉄道 新豊田駅下車 

   名鉄豊田市駅西側駅前 「松坂屋豊田店」（T-FACE A 館）のビルの９階 

レジュメを前回配信した電子メール版ニュースレターに添付しています。 

各自で印刷してご持参くださるようご協力をお願いします。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【４】中部産遺研会報 第 73 号を発行しました【再送】 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

中部産遺研会報 第 73 号を発行致しました。 

次のリンクにあるホームページから開くことができます。PDF ファイルになっています。 

http://csih.sakura.ne.jp/kaihou.html 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【５】２月２３日開催 シンポジウム「日本の技術史をみる眼」第 37 回のご案内【再送】 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

2019 年 2月 23 日にシンポジウム「日本の技術史をみる眼」第 37 回を開催致します。 

今回は「日本の自動車 120 年と刈谷から歩んだ豊田喜一郎のクルマづくり」というテーマで 

開催致します。 

基調講演には、国立科学博物館 産業技術史資料情報センター センター長の鈴木一義先生 

をお迎え致します。 

また、トヨタ産業技術記念館から、飯島修館長にご講演頂きます。 

名古屋にて鈴木一義先生にご講演頂く貴重な機会ですので、できるだけ 

多くの会員の皆様にご参加頂けましたらと思います。 

また、トヨタ産業技術記念館から、飯島修館長にご講演頂きます。 

また、10:30～11:30 に特別ガイドツアーが開催されます。 

会場  トヨタ産業技術記念館 ホール A 

    （懇親会は館内のブリックエイジ） 

参加費 中部産遺研会員・後援団体会員・関係者 1,000 円(一般は 1,500 円）（講演報告資料集を含む） 

    学生で講演報告資料集を必要としない場合は無料 

    ガイドツアー（事前申込者のみ） 400 円（団体入場料） 

    懇親会（事前申込者のみ）    5,000 円 

詳細は 

http://csih.sakura.ne.jp/nitigi.html 

および 

http://csih.sakura.ne.jp/nitigi/nitigi_tirashi37%20%202019.1.18_web.pdf 

を御参照下さい。 

参加にはお申し込みが必要です。 

参加申し込みは、電子メールにて 

nakawarido@yahoo.co.jp 

までお願い致します。 

お申し込みメールには、 

   ①氏名・フリガナ 

   ②区分 一般・中部産業遺産研究会会員・学生 

   ③電話番号 

   ④メールアドレス 

   ⑤所属（学生の場合は学校名） 

   ⑥「自動車館ガイドツアー」への参加・不参加 

   ⑦「懇親会」への参加・不参加 
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    ・なお「CPD 行事参加票」の必要な方はその旨をご記載ください 

を記載下さい。 

多くの皆様のご参加をお願い致します。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【６】第 157 回定例研究会・見学会（国友鉄砲の里資料館・長浜鉄道スクエア）のご案内【再送】 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

第 157 回定例研究会・見学会では、国友鉄砲の里資料館・長浜鉄道スクエアの見学を開催致します。 

中部産業遺産研究会の会員のほか、会員のご家族、友人のご参加も可能です。 

開催日 ３月２４日（日） 

集合  １２時にＪＲ北陸本線長浜駅改札口前に集合してください（現地集合・現地解散）。 

詳細は添付の案内を参照してください 

【ご参考】 

＜参考＞ 行き鉄道利用の場合の目安  ※時刻は 2019 年 1月現在です 

豊橋 → 名古屋 → 米原着・米原発 → 長浜 

08:09  →  09:02   →  10:10   10:30   →  10:40    街歩き＆昼食コース（お勧め） 

08:39  →  09:31   →  10:40   11:01   →  11:10    ゆったり昼食コース（お勧め） 

09:03  →  10:00   →  11:17   11:30   →  11:40 (大垣で乗換) 急いで！軽食コース 

-- 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■ 

中部産業遺産研究会のニューズレターは電子メールアドレスをお持ちの会員の皆様に 

Google グループのメーリングリストのシステムを使って配信しています。 

配信元：中部産業遺産研究会 会報編集委員・広報幹事 橋本 英樹 

Home Page URL : http://csih.sakura.ne.jp/ E-mail ： hidekih@wine.plala.or.jp Copyright 2002-2018 The Chubu 

Society For The Industrial Heritage, Allrights reserved. 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■ 

--- 

このメールは Google グループのグループ「中部産業遺産研究会」の登録者に送られています。 

このグループから退会し、グループからのメールの配信を停止するには csih+unsubscribe@googlegroups.com にメー

ルを送信してください。 

https://groups.google.com/group/csih からこのグループにアクセスしてください。 

その他のオプションについては、https://groups.google.com/d/optout にアクセスしてください。 


